
団体目標

なぜやるのか

「118位」

日本のジェンダーギャップ指数は

 148カ国中118位。

背景には、

「女性は家庭を優先するべき」

「男性は長時間働くべき」

といったジェンダーバイアスがあります。

こうした固定観念は、

賃金格差

長時間労働

働き方の制限

を生み、誰もが自分らしく働きにくい社会につながっています。

Re:Workは、若者の意識を変え、

 すべての「はたらく」が尊重される社会を目指します。

昭和女子大学附属昭和高等学校（全国有志の団体）

学生団体Re:Work

国民（特に若者）のジェンダーバイアスへの意識を変え、

全ての「はたらく」が等しく尊重される社会をつくる

活動内容

・#わたしの「はたらく」

職業・性別・働き方・生き方を問わず、社会で生き働く多様な人々を取材し、 

それぞれの"はたらく"に込められた想いや背景を記事やSNSで発信。

・イベントの実施

・企業との座談会

・SNSでの情報発信

7月22日に主催イベント実施決定！

学生の視点と企業の実務を結びつける

「ジェンダー」や「労働」に関する情報発信

活動実績と将来展望

オリジナルインタビュー連載

Instagramフォロワー150人＆閲覧数15000突破！

スポンサー（助成金20万円）がついた。

雑誌『Seventeen』夏号掲載決定！

↑SNS発信

↑#わたしの「はたらく」

↑メンバー
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